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イ ネ縞 葉枯 病 抵 抗性 品種 の導 入 が ヒメ トビ ウ ンカの

発 生 と保 毒 虫率 に及 ぼ す影 響

田村利行 ・岩田直記 ・高山隆夫

(群馬県農業総合試験場)

本県では,平 坦地を中心にイネ縞葉枯病の多発生が

続いているため,そ の対策として縞葉枯病抵抗性品種

の導入がはかられ,栽 培面積は年々拡大する傾向にあ

る。59年の本県における抵抗性品種の作付状況を第1

表に示したが,特 に館林地区における抵抗性品種の作

付面積率は60%近 くに達 しており,今 後さらに抵抗性

品種の導入が進むなかで,感 受性品種栽培圃場での縞

葉枯病防除対策がいっそう複雑になってくる。このよ

うな環境の中で今後の対策資料を得るため,感 受性及

び抵抗性品種栽培圃場でのヒメトビウンカの発生動

向,及 び保毒虫率の変動等を調査 したので,そ の概要

を報告する。

第1表　主要品種の作付面積ha(面 積率%)

調 査 方 法

1)す くい取 り調査

前橋 市江 木町農 総試 場 内 におい て,む さ しこが ね,

青 い空 及 びアキ ニ シキが 同一条 件 で栽培 されて い る圃

場(1区10a以 上)を 選定 し,捕 虫 網 に よる20回 振 り

のす くい取 り調査 を行 った。

2)保 毒虫 率調査

県東部 の現 地圃場 か ら,抵 抗性 品種 と感受性 品種 が

隣接 して栽 培 さ れ て い る 圃場(1区20a以 上)を 選 定

し,そ の 中央 部分 か らヒメ トビウ ンカ幼 虫 を採取 した。

各 区か ら100頭 を供 試 し,抗 体 感作 赤血 球 凝集 反応 に

よ り保毒 虫率 の検 定 を行 った。 また,同 時 に縞葉枯 病

の発病株 率,発 病 度 の調査 も実施 した。

3)ネ ッ トトラ ップに よる調査

ヒメ トビウ ンカの発 生消 長 を知 るため,抵 抗性 品種

の導入率 が高 い館 林,こ れに隣接 す る太 田,感 受性 品

種 が多 い前橋 の3地 区で調査 した。

結果及 び考 察

第2表 に品 種 間 で の す くい 取 り調 査 の 結果 を示 し

た。全般 的 にみ る と,抵 抗性 品種 の む さ しこがね は感

受性 品種 アキニ シキ よ り寄生 数が 多か った。57年 に館

林 で行 ったす くい取 り調 査 では,感 受性 及 び抵 抗性 品

種 ともに成虫 の飛 込み は一様 で あったが,第4世 代 幼

虫 期 に なる と抵 抗性 品種 での密 度 が高 くな った(高 山

ら,1983)。 以 上 の こ とか ら,抵 抗 性 品種 は ヒメ トビ

ウ ンカの発 生 を抑 制す る もので はな く,条 件 に よって

は逆 に助 長 させ る可能性 が示 唆 された。

第2表　 農総試場 内におけるす くい取 り調査
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第3表　 保毒 虫率,発 病の圃場間差異

第4表　 ネ ッ ト トラ ップに よる調 査

第3表 に東 部地 区 にお ける,感 受 性 及 び抵 抗性 品種

栽 培 圃場 で の保毒 虫率,縞 葉枯 病 の発病 状 況等 を示 し

た。58年 調査 の6ケ 所平 均 の保 毒 虫率 は,感 受性 及 び

抵 抗 性 品 種 が そ れ ぞ れ24.4%及 び17.9%で 両 者 に

6.5%の 差 が認 め られ た。59年 は さ らに顕 著 とな り,

前 者 が25.9%に 対 して,後 者 は14.8%と そ の 差 は

11.1%で あった。 発病状 況調査 で は,58,59年 ともに

抵 抗性 品種 で は発 病が認 め られ なか った。 感受性 品種

では,発 病 が激 し く,発 病度 の大 きい圃場 ほ ど保 毒虫

率 の高 い傾 向が認 め られた。

第4表 にネ ッ トトラ ップに よる ヒメ トビ ウ ンカの発

生 消長調 査 の結果 を示 した。 本年,第2回 成虫 の発生

は遅 れ,ピ ー クは各地 区 と も6月 中旬 頃 とな ったが,

発 生量 は平年 に比 べ多 く,特 に抵抗 性 品種 の導 入率 の

高 い館 林 で多 か った。

以 上 の結果 か ら,抵 抗性 品種 の導 入 は縞葉枯 病発 生

防止 の有 効 な手段 で あ り,導 入 率が 高 ま る とヒメ トビ

ウ ンカの保毒 虫率 は下 が る傾 向 にな るが,ヒ メ トビウ

ンカの発 生 はむ しろ多 くな る可 能性 が伺 え た。そ こで

縞葉 枯病 の流 行 が沈静 す る まで は,抵 抗 性 品種 を導入

して も ヒメ トビウ ンカ防 除の手 をゆ るめず,保 毒 虫率

を徹 底 的 に下 げ て しまうこ とが 大切 で,こ れに よ り抵

抗性 品種 栽培 地帯 及 びそ の隣接 地帯 で の感受性 品種 栽

培へ の悪 影響 は軽 減 で きる もの と考 え る。
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